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• 前回、荷物を持っていても仕事をしないなら
下に置いた方がよいと書いたが、持ち上げる
とき仕事をすると知ったので、なにか台の上
に置こうと思った
• それも正解。

• 食事などをしてエネルギーを体内にためても
私の場合ゼロになり、保存の法則はちっとも
感じることができません

•小学校や中学校のころの理科はまだ生活の身
近なことばかりで、大好きでした

物質の状態
• 物質の3相：固体、液体、気体

• 第４の相：プラズマ
• 原子が電子と原子核に分解してばらばらになっている
• 例：炎、稲妻の中、プラズマテレビの中など

固体（結晶）　固体（アモルファス物質）　液体や気体

密度
•密度：単位体積あたりの質量
• 体積V, 質量Mの物質の密度ρ
• 密度の単位： kg/m3

• いろいろな物質の密度



圧力
• 圧力：単位面積あたりに加わる力

• 面積 A に力 F が加わるときの圧力 P
• 圧力の単位：パスカル Pa = N/m2

• ヘクトパスカル hPa = 100 Pa
• 気圧の単位としてよく使われる
• 1気圧 = 1 atm = 1013 hPa

水の深さと水圧
•力の釣り合いから圧力を求める
• 面積 A, 高さ h の部分を取り出して考える
• 大気圧 P0, 体積 Ah, 質量 ρhA, 重力ρgAh
• 力の釣り合い

圧力の性質
•圧力が同じなら力は面積に比例
• 油圧ポンプの原理：小さい力で重いものを持ち上げる

圧力を測る
• 医療の現場では、水銀の圧力を単位にする

• mmHg : 水銀柱ミリメートル
• 水銀が何mm持ち上げられるかを表す単位
• 安全性の観点からPa へ移行は控えられている

水銀柱ミリメートル
• 水銀柱ミリメートル mmHg

• 水銀の密度 : ρ = 13595 kg/m3

• 重力加速度 : g = 9.80665 m/s2

• P = ρgh よりh [m] = P/(ρg) = 7.50067 x 10-6 P [Pa]
• mmで表すと 1 mmHg = 7.50067 x 10-3 Pa

• 1気圧
• １気圧 = 1013 hPa = 759.82 mmHg
• つまり１気圧で水銀柱は約76cmの高さ



流体
•整流と乱流

連続の式
• 一秒あたりに管を流れる量は同じ

• 速度v1で断面積 A1の管を流れる流体が、速度v2で断面積 
A2の管へ流れ込む場合を考える

• 一秒あたりに流れる量 A v は同じ
• 管が狭いほど速く流れる

ベルヌーイの方程式
• ベルヌーイの方程式：

• 流体についてのエネルギー保存則
• 次の量は一定

• P : 圧力、ρ : 密度、v : 速度、g : 重力加速度、y : 高さ
• 証明は略すが、重要な性質：
• 高いところほど圧力が減る　←　当たり前
• 速度が大きいと圧力が減る　←　覚えておいて損はない！

ベルヌーイ方程式で説明できる例
•圧力の高いところから噴出すると速い速度が
生まれる

ベルヌーイ方程式で説明できる例
•流体の速度が増すと圧力が減る
• 翼の揚力、カーブするボール



波
• 波とは、エネルギーの流れ

• 物質は移動しない
• 例：水面の波：水自体は移動せず振動するだけ

• 媒質：振動を伝える物質のこと

横波と縦波
• 横波：

• 波の進行方向と垂直に振動
• 例：
• ひもを伝わる波
• 電波など

• 縦波：
• 波の進行方向と平行に振動
• 例：
• バネを伝わる波
• 音波など


